
広報みなみぼうそう　編集・発行 ●南房総市秘書広報課　　                  平成20年2月14日発行 

広 

報 

房総半島最南端「野島埼灯台」 

5

活魚をすくう醍醐味「アジすくい」 活魚をすくう醍醐味「アジすくい」 
南房総の紅葉の名所「小松寺」 

〒299-2492　南房総市富浦町青木28番地　TEL 0470-33-1002　FAX 0470-20-4591

月号 

232

海からの、森からの風が出会う 
ローズマリー公園 ！ 

ＣＯＮＴＥＮＴＳ ＣＯＮＴＥＮＴＳ 

ＣＯＮＴＥＮＴＳ 

早春ちばめぐり 
房総発見伝　春 
1月1日～3月31日 

人口の動き （平成20年2月1日現在） 
総人口（－65） 
44,796人 

男（－39） 
21,421人 

女（－26） 
23,375人 

世帯数（－13） 
16,968世帯 

出生 17人 死亡 86人 転入 80人 転出 76人 （　）内は前月比 

「幻想的な異次元空間」 
花畑ライトアップ 

房総半島最南端「野島埼灯台」 

5

活魚をすくう醍醐味「アジすくい」 活魚をすくう醍醐味「アジすくい」 

ＣＯＮＴＥＮＴＳ 

ＣＯＮＴＥＮＴＳ 

「幻想的な異次元空間」 
花畑ライトアップ 

市観光協会の新企画。3月末（午後6時～8時）までライトアップします！　　　　　　（千倉町平磯）

後期高齢者医療制度

定例記者会見

こんなことがありました

お知らせ

エコ★ニュース～省エネ対策～
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知っておこう障害福祉制度

～自立支援医療費制度～

健康だより

～がん検診で早期発見・早期治療～

市長コラム･市にまつわる民話

まちづくりの主役たち

11

12

13

14

南房総市
携　帯
サイト

南房総市
安全安心
メール
配信登録
QRコード
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5

活魚をすくう醍醐味「アジすくい」 活魚をすくう醍醐味「アジすくい」 
南房総の紅葉の名所「小松寺」 
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「幻想的な異次元空間」 
花畑ライトアップ 



４
月
１
日
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

は
じ
ま
り
ま
す

2 2008年2月号

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
平
成
20
年
４
月

か
ら
、
現
行
の
老
人
保
健
制
度
に
代
わ
り

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
は
じ
ま

り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
75
歳
以

上
の
老
人
保
健
医
療
受
給
者
（
一
定
の
障

害
が
あ
り
認
定
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
人

を
含
む
）
が
自
動
的
に
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
現
在
、
国
民
健
康

保
険
や
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
さ
れ
て
い

る
人
は
、
こ
れ
ま
で
の
健
康
保
険
か
ら
脱

退
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険

者
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

お
い
て
は
、
被
保
険
者
の
一
人
ひ
と
り
に

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ま

で
納
め
て
い
た
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
社

会
保
険
の
保
険
料
な
ど
は
保
険
か
ら
の
脱

退
に
伴
い
負
担
も
な
く
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
資
格
や
保
険
料
な
ど
制
度
の

詳
細
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

都
道
府
県
単
位
で
す
べ
て
の
市
区
町
村

が
加
入
す
る
「
広
域
連
合
」
が
行
い
ま
す
。

千
葉
県
に
お
い
て
は
、「
千
葉
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
制
度
を
運
営
す

る
保
険
者
と
な
り
、
被
保
険
者
の
認
定
や

保
険
料
の
決
定
、
給
付
の
決
定
な
ど
の
制

度
の
運
営
全
般
を
行
い
ま
す
。

費
の
一
部
負
担
割
合
は
、
現
行
の
老
人
保

健
制
度
と
同
様
、
１
割
負
担
（
現
役
並
み

所
得
者
は
３
割
負
担
）
と
な
り
ま
す
。

３
月
末
ま
で
に
「
配

達
記
録
郵
便
」
で
郵
送

さ
れ
ま
す
。

１
人
１
枚
交
付
さ
れ

ま
す
。

被
保
険
者
証
に
負
担
割
合
が
表
示
さ
れ

ま
す
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
を

提
示
く
だ
さ
い
。

※

３
月
ま
で
は
、
健
康
保
険
証
と
老

人
医
療
受
給
者
証
を
提
示
し
て
医
療

を
受
け
ま
す
が
、
４
月
か
ら
は
、
今

ま
で
の
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
は

必
要
な
く
な
り
ま
す
の
で
「
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

各
種
申
請
・
届
出
の
受
け
付
け
、
保
険

証
の
引
渡
し
や
保
険
料
の
徴
収
な
ど
の
窓

口
業
務
は
、
市
で
行
い
ま
す
の
で
、
本
庁

舎
お
よ
び
支
所
の
窓
口
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
（
保
険
証
の
引
渡
し
に
つ
い
て
は
、

広
域
連
合
の
認
定
が
必
要
な
た
め
、
後
日
、

郵
送
と
な
り
ま
す
）。

①

75
歳
以
上
の
人
（
75
歳
の
誕
生
日
か

ら
資
格
取
得
）

②

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
で
一
定
の
障
害

が
あ
り
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
人

（
認
定
日
か
ら
資
格
取
得
）

※

現
行
の
老
人
保
健
医
療
受
給
者
は
、

自
動
的
に
、
被
保
険
者
と
し
て
引
き

継
が
れ
ま
す
の
で
手
続
き
は
不
要
で

す
。

※

被
保
険
者
資
格
を
取
得
し
た
時
は
、

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
の
資
格

は
喪
失
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
と
同
様
の

給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
医
療

後期高齢者医療制度のしくみ 

75歳以上の後期高齢者 医療機関 

市町村 広域連合 

被保険者証の提示 
医療費の一部負担 

診療 

情報提供 
保険料納付資格など 

被保険者証の交付 

医療費請求 医療費支払 保険料納入 被保険者証 
の引き渡し 

制
度
の
運
営
（
保
険
者
）
は
？

被
保
険
者
と
な
る
人
は
？

医
療
給
付
は
？

新
し
い
被
保
険
者
証
は
？

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
？

医
療
機
関
で
の
負
担
割
合
は
？

保
険
に
関
す
る
手
続
き
な
ど
は
？

後期高齢者医療被保険者証 



2008年2月号　 3

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
の
医
療
に
か
か
る
費
用
の

う
ち
、
医
療
機
関
で
支
払
う
窓
口
負
担
を

除
い
た
分
に
つ
い
て
、
公
費
（
国
・
都
道

府
県
・
市
区
町
村
）
が
５
割
を
負
担
、
現

役
世
代
か
ら
の
支
援
（
若
年
者
の
保
険
料
）

が
４
割
を
負
担
し
、
残
り
の
１
割
を
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
」
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に

お
い
て
平
成
20
・
21
年
度
の
保
険
料
率
が

次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
、
①
被
保
険
者
均
等
割
額

（
被
保
険
者
全
員
が
人
数
割
り
で
負
担
す
る

額
）
と
②
所
得
割
額
（
被
保
険
者
の
所
得

に
応
じ
て
負
担
す
る
額
）
の
合
計
額
と
な

り
ま
す
。

※
　
賦
課
限
度
額
は
50
万
円
で
す
。

１
０
０
円
未
満
の
保
険
料
は
切
り
捨

て
と
な
り
ま
す
。

①
　
被
保
険
者
均
等
割
額

３
万
７
４
０
０
円

※

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
軽
減
さ

れ
ま
す
。

②
　
所
得
割
額
　
７
・
12
％

※

被
保
険
者
の
前
年
の
所
得
に
基
づ
き

計
算
さ
れ
ま
す
。
総
所
得
金
額
か
ら
基

礎
控
除
33
万
円
を
控
除
し
た
額
の
７
・

12
％
が
所
得
割
額
と
な
り
ま
す
。

※

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
は
、
新
た

に
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
か
ら
２

年
間
、
所
得
割
は
課
さ
れ
ず
、
被
保
険

者
均
等
割
額
の
半
額
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
保
険

料
負
担
を
凍
結
し
、
10
月
か
ら
平
成
21

年
３
月
ま
で
は
保
険
料
負
担
を
９
割
軽

減
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※

保
険
料
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
広
報

紙
１
月
号
と
同
時
に
配
布
さ
れ
て
い
る

「
ち
ば
広
域
連
合
だ
よ
り
」（
平
成
19
年

12
月
19
日
発
行
、
通
巻
２
号
）
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

①
　
特
別
徴
収

保
険
料
は
、
原
則
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
（
天
引
き
）
と
な
り
ま
す
。

※

４
月
上
旬
に
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書

と
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
が
届
き
ま
す
。

②

普
通
徴
収
（
特
別
徴
収
と
な
ら
な
い

場
合
）

受
給
し
て
い
る
年
金
の
年
額
が
18
万

円
未
満
の
年
金
受
給
者
お
よ
び
介
護
保

険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合

計
金
額
が
受
給
年
金
額
の
２
分
の
１
よ

り
多
い
場
合
は
、
普
通
徴
収
と
な
り
ま

す
。

※

７
月
以
降
、
保
険
料
決
定
通
知
書
と

納
付
書
が
届
き
ま
す
。

納
付
に
は
口
座
振
替
の
方
法
も
利
用

で
き
ま
す
。

※

保
険
料
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
民
課

TEL

33
―
１
０
５
１

保
険
料
は
？

保
険
料
額
の
決
ま
り
方

保
険
料
の
納
付
方
法
は
？

問
い
合
わ
せ

保険料＝①被保険者均等割額＋②所得割額
(限度額50万円) ※100円未満切り捨て
【保険料計算例：単身年金収入208万円の場合】
被保険者均等割額　37,400円
所得割額
208万円－120万円－33万円＝55万円
55万円×7.12％＝39,160円
保険料
37,400円＋39,160円＝76,500円

（100円未満は切り捨て）

健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
社
会
保
険
の

埋
葬
料
は
平
成
18
年
10
月
か
ら
５
万
円
に
改

正
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
市
国
民
健

康
保
険
で
は
、
10
万
円
の
葬
祭
費
の
給
付
を

維
持
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
20
年
４
月
か
ら

75
歳
以
上
の
人
が
加
入
す
る
こ
と
と
な
る
後

期
高
齢
者
医
療
で
の
葬
祭
費
の
給
付
額
が
５

万
円
と
決
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
給
付
額
の

均
衡
を
図
る
た
め
、
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
改
正
を
行
い
、
被
保
険
者
が
４
月
１
日
以

降
に
死
亡
し
た
場
合
の
葬
祭
費
の
支
給
額
は
、

５
万
円
に
変
更
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
　
℡
　
33
―
１
０
５
１

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
65
歳
以
上
75
歳
未
満
（
前

期
高
齢
者
）
を
対
象
に
国
民
健
康
保
険
税

を
原
則
、
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

と
す
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

対
象
者
は
、
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の

世
帯
で
あ
る
世
帯
主
で
、
年
額
18
万
円
以

上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
の
内
、
介

護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
の
合
計
額

が
年
金
支
給
額
の
２
分
の
１
以
下
の
人
が

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
　
℡
　
33
―
１
０
２
３

国
民
健
康
保
険

葬
祭
費
支
給
額
の
変
更

国
民
健
康
保
険
税

特
別
徴
収
開
始



リゾートイン白浜 

ミラマール千倉 

おもいやりの郷 

紀州鉄道房総白浜ホテル 

スパラダイス夢みさき スパラダイス夢みさき 

ホテル千倉 

リゾートイン白浜 

ミラマール千倉 

おもいやりの郷 

紀州鉄道房総白浜ホテル 

スパラダイス夢みさき 

ホテル千倉 ホテル千倉 

千
　
倉

※市では、基本的に月1回の定例記者会見を実施します。記者会見の
内容は広報紙やホームページに掲載します。

定
例
記
者
会
見

4 2008年2月号

笊 南房総市の津波一時避難施設指定の取り
組みについて

笆 道路特定財源の暫定税率廃止による南房
総市への影響について

会
見
項
目1月29日（火）実施

11月月市市長長記記者者会会見見

介護老人福祉施設葵の園・南房総 網元の宿ろくや 平助旅館

グランドホテル太陽

津波一時避難施設指定　～津波一時避難施設の協定締結（昨年12月1日）をしました～

富
　
山

白
　
浜

暫定税率廃止に伴い想定される影響額　△4億7千万円　（平成19年度南房総市当初予算で試算した場合）
仮に暫定税率が廃止されると、国と地方を合わせて2兆6千億円の減収となります。国が1兆7千億円、地方

が9千億円となり、市への影響は地方道路整備交付金2億8千万円、道路特定財源1億9千万円、合わせて4億7
千万円の減収が生じることとなります。道路の新設はおろか工事中の整備も継続できないばかりか、最低限
の維持・補修さえできなくなるなど市の道路整備は深刻な事態に陥ることが考えられます。

担当課　建設課　TEL 33－1101

所得税額 

所得税額 

住宅ローン 
控除可能額 

住宅ローン 
控除可能額 

控除しきれ 
なかった額 

住民税 
住宅ローン 
控除額 

住宅ローン 
控除額 

納付すべき 
所得税額 

住宅ローン 
控除額 

納付すべき 
住民税額 

地　区　名 施　　　設　　　名 住　　　所 

富　山 
 
 
 

白　浜 
 
 
 

千　倉 

介護老人福祉施設 葵の園・南房総 
網元の宿 ろくや 
平助旅館 
紀州鉄道房総白浜ホテル 
グランドホテル太陽 
リゾートイン白浜 
特別養護老人ホーム おもいやりの郷 
ホテル千倉 
スパラダイス夢みさき 
ミラマール千倉※ 

久　　　枝１１４０ 
久　　　枝４９４ 
白浜町乙浜４７１－３２ 
白浜町白浜７０３４ 
白浜町白浜３５３５－５ 
白浜町白浜２７８４ 
白浜町滝口７２１６－８ 
千倉町瀬戸２９８０－１２ 
千倉町瀬戸３１３７－１ 
千倉町瀬戸２９４４－２０ 

１ 
２ 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
１ 
２ 

リゾートイン白浜 

ミラマール千倉 

リゾートイン白浜 

おもいやりの郷 

紀州鉄道房総白浜ホテル 

スパラダイス夢みさき 

ホテル千倉 

リゾートイン白浜 

ミラマール千倉 

おもいやりの郷 おもいやりの郷 

紀州鉄道房総白浜ホテル 

スパラダイス夢みさき 

ホテル千倉 

※ミラマール千倉は2月1日に協定締結しました。
津波一時避難施設とは……海岸線付近に位置し鉄筋コンクリート構造3階建以上の堅固な施設が対象です。

津波から市民の皆さんを守るため、市では堅固な中･高層建物を一時的な避難のための施設として利用する、
津波一時避難施設指定の取り組みを行っています。平成19年12月現在で、9カ所の施設の所有者と協定を締結
しました。現在、地域防災計画を策定中であり、あわせて防災マップを作成することとしていますが、そのマ
ップ上にも津波一時避難施設として協定を結んだ施設を掲載し、全戸に配布する予定です。

担当課 消防防災課
TEL 33－1052

リゾートイン白浜 

ミラマール千倉 

おもいやりの郷 

紀州鉄道房総白浜ホテル 紀州鉄道房総白浜ホテル 

スパラダイス夢みさき 

ホテル千倉 

リゾートイン白浜 

ミラマール千倉 

おもいやりの郷 

ミラマール千倉 

紀州鉄道房総白浜ホテル 

スパラダイス夢みさき 

ホテル千倉 

道路特定財源の暫定税率廃止による南房総市への影響



昨
年
12
月
19
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た

定
例
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
優
れ
た

功
績
を
た
た
え
、
１
団
体
２
個
人
に
教
育

長
か
ら
表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

白
浜
中
学
校
柔
道
部

平
成
19
年
度
千
葉
県
中
学
校
新
人
体
育

大
会
柔
道
大
会
団
体
戦
第
３
位

星
野
圭
亮
（
白
浜
中
学
校
２
年
）

平
成
19
年
度
千
葉
県
中
学
校
新
人
体
育

大
会
柔
道
大
会
個
人
戦
95
kg
超
級
準
優
勝

闍
梨
友
紀
子
（
白
浜
中
学
校
３
年
）
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回
青
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書
感
想
文
千
葉
県
コ

ン
ク
ー
ル
教
育
長
賞
（
最
高
賞
）

あ
る
「
苦
沙
弥
先
生
」
は
、
世
間
一
般
で
は
、
い

つ
も
書
斎
で
仕
事
を
し
て
い
る
勤
勉
家
と
な
っ
て

い
る
が
、
実
は
勉
強
を
さ
ぼ
っ
て
寝
て
ば
か
り
い

る
。
訪
問
し
て
き
た
知
人
に
対
し
て
知
っ
た
か
ぶ

り
ば
か
り
し
て
い
る
の
も
か
ら
か
い
合
っ
て
い
る

の
も
、
す
べ
て
見
て
い
る
。「
吾
輩
」
に
言
わ
せ

れ
ば
、
表
で
は
偉
そ
う
に
し
て
い
る
が
、
実
は
さ

ほ
ど
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
あ
る
日
主
人
の
家
に
や
っ
て
き
た
金

田
家
の
令
嬢
に
つ
い
て
は
、
主
人
の
知
人
で
あ

る
寒
月
君
と
結
婚
し
た
い
と
、
い
ろ
い
ろ
な
言

葉
を
並
べ
な
が
ら
も
実
は
権
力
を
武
器
に
し
て

い
る
の
だ
と
感
じ
取
り
冷
た
く
あ
し
ら
っ
て
い

た
。
ど
ち
ら
も
「
吾
輩
」
の
目
で
見
な
け
れ
ば
、

私
は
外
見
そ
の
ま
ま
を
疑
い
も
な
く
受
け
入
れ
、

信
じ
て
い
る
だ
ろ
う
。

「
吾
輩
」
は
、
人
間
の
言
葉
を
一
語
一
句
逃
す

こ
と
な
く
聞
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
言
動
を
観
察

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
人
間
の
表
裏
ま
で
見

透
か
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。『
元
来
人
間
と
い
う

も
の
は
自
己
の
力
量
に
慢
じ
て
み
ん
な
増
長
し
て

い
る
』
と
の
「
吾
輩
」
の
言
葉
に
は
苦
笑
し
て
し

ま
っ
た
。
人
間
は
高
慢
、
確
か
に
、
人
前
で
は
、

自
分
を
よ
く
見
せ
よ
う
と
す
る
。
自
分
で
は
気
づ

か
ぬ
う
ち
に
、
あ
る
い
は
気
づ
こ
う
と
せ
ず
に
自

分
の
立
場
を
保
守
し
よ
う
と
す
る
の
が
人
間
か
も

し
れ
な
い
。「
吾
輩
」
の
言
葉
は
私
た
ち
人
間
へ
の

警
鐘
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。

し
か
し
、
そ
ん
な
増
長
し
て
い
る
人
間
も
、
ま

る
っ
き
り
自
分
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
訳
で

は
な
い
証
明
と
し
て
主
人
の
「
日
記
」
が
登
場
す

る
。
こ
の
日
記
に
は
主
人
の
本
来
の
気
持
ち
が
書

き
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
読
む
こ
と
で
逆
に
そ

の
立
場
を
容
認
し
て
し
ま
う
。「
吾
輩
」
に
よ
れ

ば
、『
主
人
の
よ
う
に
裏
表
の
あ
る
人
間
は
日
記

で
も
書
い
て
世
間
に
出
さ
れ
な
い
自
己
の
面
目
を

暗
室
内
に
発
揮
す
る
必
要
が
あ
る
』
と
の
こ
と
で

あ
る
。「
な
る
ほ
ど
」
と
思
っ
た
。
私
も
時
々
日

記
を
書
く
が
、不
思
議
と
日
記
に
は
、

普
段
口
に
出
し
て
言
え
な
い
こ
と
や

自
分
を
押
し
隠
し
て
我
慢
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
な
ど
を
正
直
に
書
く
こ
と

が
で
き
る
。
そ
し
て
安
心
し
て
、
満
足
す
る
。

日
記
と
い
う
も
の
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
自
分
の
心

を
安
定
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
は
今
ま
で
考
え
た

こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
自
己
の
面
目
を

暗
室
内
に
発
揮
し
て
い
る
か
ら
だ
と
わ
か
っ
た
。

「
吾
輩
」
が
見
つ
め
て
い
る
も
の
は
、
私
た
ち

が
思
っ
て
い
る
以
上
に
奥
が
深
い
。
そ
れ
は
、
私

た
ち
一
人
一
人
が
普
段
出
し
て
い
な
い
裏
の
部

分
、（
い
や
、
出
し
て
い
る
の
が
裏
の
部
分
で
、

出
し
て
い
な
い
の
が
表
の
部
分
、
つ
ま
り
、
本
当

の
姿
な
の
か
も
し
れ
な
い
）
を
見
て
い
る
の
だ
。

「
本
当
の
姿
」
と
は
、
人
前
に
出
さ
な
い
う
ち
に

自
分
で
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き
て
し
ま
う
も
の

だ
と
思
う
。
出
さ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
誰
に
も
指

摘
さ
れ
な
い
か
ら
、
猫
に
見
つ
め
て
も
ら
っ
て
か

ら
や
っ
と
気
づ
く
の
だ
。

「
自
分
を
、
第
三
者
の
目
に
な
っ
て
見
る
こ
と
」

「
吾
輩
」
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
だ
。
無
理
に
自
分

を
出
そ
う
と
し
な
く
て
も
い
い
と
思
う
。
た
だ
、

時
に
は
自
分
自
身
を
客
観
的
に
見
つ
め
直
し
て
み

る
。
自
分
が
外
に
向
か
っ
て
ど
う
表
現
し
て
し
ま

う
の
か
を
省
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
と
は

ま
た
違
っ
た
自
分
に
気
づ
く
。
そ
れ
は
ま
さ
に
猫

の
よ
う
な
視
点
だ
と
思
う
。

「
猫
と
話
が
で
き
た
ら
な
あ
…
」
そ
の
思
い
は
、

実
は
、
自
分
の
心
の
奥
底
に
眠
ら
せ
て
い
る
「
本

当
の
自
分
」
と
の
対
話
を
切
望
し
た
思
い
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
自
分
自
身
を
出
さ
ず
に
い
る
、
出

せ
ず
に
い
る
、
そ
ん
な
自
分
に
対
し
て
、「
お
前

は
ど
う
思
う
。」「
一
体
、
ど
う
し
た
ら
い
い
。」

と
問
い
か
け
、
本
来
の
自
分
に
合
っ
た
答
え
を
導

き
出
せ
た
ら
い
い
。
自
分
の
心
の
奥
底
に
住
ん
で

い
る
「
吾
輩
」
と
の
対
話
を
楽
し
み
な
が
ら
生
き

て
い
け
た
ら
い
い
と
思
う
。
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表彰された白浜中学校の皆さん

第
53
回
青
少
年
読
書
感
想
文

千
葉
県
コ
ン
ク
ー
ル
教
育
長
賞
の
作
品

白
浜
中
学
校
　
３
年
　
闍
梨
友
紀
子

「
猫
と
話
が
で
き
た
ら
な
あ
…
」
と
思
う
こ
と

が
あ
る
。
人
間
に
忠
実
で
人
間
の
意
志
を
尊
重
し

て
く
れ
る
犬
と
違
い
、
自
分
勝
手
で
、
気
が
向
い

た
時
だ
け
人
間
の
と
こ
ろ
に
来
て
甘
え
、
あ
と
は

昼
寝
を
す
る
な
り
食
事
を
す
る
な
り
、
好
き
放
題

な
こ
と
を
し
て
い
る
猫
。
そ
の
く
せ
、
妙
に
悟
り

き
っ
た
よ
う
な
表
情
で
人
間
の
す
る
こ
と
を
な
が

め
て
い
る
時
も
あ
り
、
判
断
に
迷
っ
た
時
な
ど
、

「
お
前
は
ど
う
思
う
。」「
一
体
ど
う
し
た
ら
い
い
。」

と
、
つ
い
聞
い
て
み
た
く
な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
思
い
や
願
い
を
実
現
さ
せ
て
し
ま
っ
た

の
が
夏
目
漱
石
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
猫
の
動

き
一
つ
一
つ
に
あ
た
か
も
意
思
が
あ
る
か
の
よ
う

な
意
味
を
持
た
せ
、
そ
の
心
理
状
態
ま
で
を
も
細

か
く
描
写
し
て
し
ま
う
さ
ま
が
お
も
し
ろ
く
、

「
吾
輩
」
の
動
き
や
人
間
を
観
察
し
て
い
る
場
面
を

特
に
興
味
深
く
読
む
こ
と
が
で
き
た
。

自
ら
を
「
吾
輩
」
と
呼
ぶ
そ
の
猫
。
吾
輩
と
は

ま
た
大
き
く
出
た
も
の
だ
。
年
寄
り
っ
ぽ
く
、
ま

た
、
理
屈
を
並
べ
る
偉
い
人
の
よ
う
な
雰
囲
気
だ

と
思
っ
た
ら
、
次
に
は
自
分
の
外
見
を
『
ペ
ル
シ

ャ
産
の
猫
の
ご
と
く
黄
を
ふ
く
め
る
淡
灰
色
に
う

る
し
の
ご
と
き
斑
入
り
の
皮
膚
を
有
し
て
い
る
』

と
評
し
て
い
る
。
そ
う
と
う
な
自
信
家
だ
が
、
い

か
に
も
猫
ら
し
い
。
あ
ま
り
に
も
堂
々
と
し
て
い

る
そ
の
態
度
に
な
ぜ
か
ひ
か
れ
、
い
つ
し
か
自
分

も
「
吾
輩
」
と
と
も
に
周
囲
の
人
間
を
観
察
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

「
吾
輩
」
の
観
察
す
る
も
の
は
、
家
の
中
の

人
々
の
様
子
や
外
の
風
景
な
ど
で
あ
る
が
、
私
た

ち
人
間
の
視
点
と
は
少
し
違
っ
て
い
た
。
主
人
で

◆
教
育
長
顕
彰

「
吾
輩
」
と
の
対
話



式典では、主催者と来賓祝辞のあと、新成人を代
表して、石井智也さん（和田地区）松苗花子さん（三芳

地区）の2人から『新成人の誓い』がありました。
「こうして成人を迎えることができたのは、両親・家族・友人・地域の方々のおかげと感謝しています。
今後は社会の一員として自分の行動に責任を持ち、試練を乗り越えていきます」と力強く決意を述べました。
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こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

松苗花子さん石井智也さん

平成20年成人式が、1月13日（日）白浜フローラルホールで行われ、新成人368人が出席しました。
会場は、久々に会う中学・高校の仲間たちとの歓談や写真撮影にと大いに盛り上がりました。

落とし物・忘れ物の取扱制度落とし物・忘れ物の取扱制度

閉式後、記念アトラクションとして、安房八幡太鼓保存会による和太鼓演奏の披露がありました。新成人をお祝い
するにふさわしい、力強く迫力のある和太鼓の演奏に、新成人たちは真剣に聞き入っていました。
また、集合写真やスナップ写真など、編集したＣＤを記念品として、後日郵送することになっています。

新成人368人の皆さん 

式典を盛り上げた和太鼓の演奏 

受付の様子 

喜びとともにハイポーズ！ 

新たな門出にハイポーズ！ 

新成人368人の皆さん 

新成人368人の皆さん 

式典を盛り上げた和太鼓の演奏 

受付の様子 

喜びとともにハイポーズ！ 

新たな門出にハイポーズ！ 

式典を盛り上げた和太鼓の演奏 

新成人368人の皆さん 

式典を盛り上げた和太鼓の演奏 

受付の様子 

喜びとともにハイポーズ！ 

新たな門出にハイポーズ！ 

受付の様子 

新成人368人の皆さん 

式典を盛り上げた和太鼓の演奏 

受付の様子 

喜びとともにハイポーズ！ 

新たな門出にハイポーズ！ 
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こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

昨
年
12
月
27
日
（
木
）
久
枝
生
活
排
水
共

同
処
理
施
設
組
合
（
足
達
崇
代
表
）
か
ら

34
万
９
千
９
円
の
一
般
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

１
月
７
日
（
月
）
人
形
専
門
店
「
人
形
の

勝
」（
勝
忠
男
代
表
取
締
役
社
長
）
か
ら
「
鯉

の
ぼ
り
」
10
セ
ッ
ト
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

１
月
14
日
（
月
・
成
人
の
日
）
富
浦
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
来
賓
や
市
関
係
者
２
８
４
人

が
出
席
し
、
新
春
賀
詞
交
歓
会
を
市
、
朝
夷

商
工
会
、
内
房
商
工
会
が
発
起
団
体
と
な
り
、

盛
会
に
開
催
し
ま
し
た
。

石
井
市
長
は
、
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ
で

「
総
合
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
始
ま

り
の
年
、
新
た
な
南
房
総
ス
タ
イ
ル
の
構
築

に
向
け
、
気
持
ち
も
新
た
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
の
紹
介
、
来
賓

祝
辞
な
ど
が
あ
り
、

乾
杯
を
行
い
ま
し

た
。懇

談
に
移
る
と
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
、
お
互
い

の
親
ぼ
く
を
深
め
合

い
ま
し
た
。

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
消
防
団
員
の

士
気
高
揚
、
防
火
思
想
の
普
及
を
図
る
、
消

防
出
初
め
式
が
１
月
５
日
（
土
）
千
倉
総
合

運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
木
団
長
は
じ
め
、
消
防
団
員
３
１
８
人

が
参
加
し
、
市
関
係
者
や
多
く
の
来
賓
が
見

守
る
な
か
、
服
装
点
検
や
小
型
ポ
ン
プ
お
よ

び
ポ
ン
プ
車
操
法
演
技
な
ど
を
行
い
、
寒
空

の
も
と
消
防
団
員
ら
し
い
規
律
正
し
い
動
作

を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
功
績
者
に
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

善
意
の
寄
付
・
寄
贈

新
春
賀
詞
交
歓
会

消
防
出
初
め
式

ポンプ車操法演技

消
防
庁
長
官
退
職
報
償
　
銀
杯

元
富
山
町
消
防
団
　
　
　
団
長
　
釼
持
保
雄

前
第
２
支
団
第
５
分
団
分
団
長
　
須
賀
仙
雄

前
第
４
支
団
第
１
分
団
分
団
長
　
早
川

茂

前
第
４
支
団
第
３
分
団
分
団
長
　
星
野
正
人

前
第
４
支
団
第
４
分
団
分
団
長
　
佐
藤
史
博

前
第
５
支
団
第
２
分
団
分
団
長
　
加
藤
久
通

前
第
５
支
団
第
３
分
団
分
団
長
　
青
木

学

前
第
７
支
団
第
１
分
団
分
団
長
　
石
井
光
明

前
第
７
支
団
第
２
分
団
分
団
長
　
黒
川
孝
久

前
第
４
支
団
第
１
分
団
副
分
団
長

里
見
勝
則

前
第
４
支
団
第
５
分
団
副
分
団
長

小
谷
正
樹

前
第
５
支
団
第
２
分
団
副
分
団
長

吉
田
正
治

前
第
５
支
団
第
５
分
団
副
分
団
長

山
口
和
久

前
第
７
支
団
第
１
分
団
副
分
団
長

八
代
和
磨

前
第
７
支
団
第
３
分
団
副
分
団
長

鈴
木
一
郎

前
第
７
支
団
第
４
分
団
副
分
団
長

三
上

勝

前
第
５
支
団
第
２
分
団
　
班
長
　
磯
部
好
弘

前
第
５
支
団
第
２
分
団
　
班
長
　
石
井
浩
和

前
第
５
支
団
第
３
分
団
　
班
長
　
加
藤

公

前
第
５
支
団
第
３
分
団
　
班
長
　
小
闍

仁

前
第
５
支
団
第
５
分
団
　
班
長
　
田
沢
澄
人

前
第
７
支
団
第
１
分
団
　
班
長
　
島
津
英
明

千
葉
県
知
事

功
労
章

第
１
支
団

副
団
長

木
村
庸
一

第
３
支
団

副
団
長

田
原
晴
夫

第
４
支
団

副
団
長

本
橋
太
一

安
房
郡
市
消
防
本
部
消
防
司
令
補
田
中

誠

千
葉
県
知
事

精
勤
章

第
４
支
団
第
４
分
団
分
団
長
　
　
小
笠
原
清
一

第
２
支
団
第
２
分
団
分
団
長
　
　
忍
足
謹
吾

第
２
支
団
第
５
分
団
分
団
長
　
　
忍
足
賢
志

第
３
支
団
第
３
分
団
分
団
長

君
塚
和
則

第
４
支
団
第
１
分
団
分
団
長

中
束
浩
司

第
５
支
団
第
２
分
団
分
団
長
　
　
石
井
謙
一
郎

第
５
支
団
第
３
分
団
分
団
長

鈴
木
一
陽

第
７
支
団
第
１
分
団
分
団
長

大
溝
重
昭

安
房
郡
市
消
防
本
部

消
防
司
令
補
伊
藤
常
男

安
房
郡
市
消
防
本
部
消
防
士
長

堀
込
康
弘

安
房
郡
市
消
防
本
部
消
防
士
長

羽
山

操

千
葉
県
消
防
協
会
長

功
労
章

第
６
支
団
第
２
分
団
分
団
長

御
子
神
昭
則

第
５
支
団
第
１
分
団
分
団
長

川
津
幹
雄

第
６
支
団
第
１
分
団
分
団
長

渡
邊
富
士
夫

安
房
郡
市
消
防
本
部

消
防
司
令
補
闍
橋
一
男

千
葉
県
消
防
協
会
長

精
勤
章

第
１
支
団
第
３
分
団
分
団
長

能
重
裕
一

第
４
支
団
第
３
分
団
分
団
長

闍
木
雄
一

第
４
支
団
第
５
分
団
分
団
長

岡
田
幸
一

第
５
支
団
第
５
分
団
分
団
長

宇
山

賢

第
７
支
団
第
３
分
団
分
団
長

鎌
田
幸
博

第
７
支
団
第
４
分
団
分
団
長

三
浦

太

安
房
郡
市
消
防
本
部
消
防
士
長

栗
山
　
博

安
房
郡
市
消
防
本
部
消
防
士
長

吉
田
尚
登

安
房
郡
市
消
防
本
部
消
防
士
長

大
井
幸
広

新春賀詞交歓会の様子 新春賀詞交歓会の様子 



「
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り

心
豊
か
な
南
房
総
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
活

動
し
て
い
る
市
体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議

会
で
は
、
市
体
育
協
会
と
共
催
し
、
７
町

村
の
合
併
に
よ
り
広
域
と
な
っ
た
南
房
総

市
内
を
歩
く
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
発
見

が
で
き
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着
が
も

て
る
よ
う
に
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

講
師
と
し
て
、

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ

ン
出
場
の
浅
井
え

り
子
さ
ん
を
迎
え
講
演
な
ら
び
に
実
技
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

講
演
終
了
後
は
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日

３
月
23
日
（
日
）

場
　
所

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル

【
講
演
な
ら
び
に
実
技
講
習
会
】

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
（
小
雨
決
行
）】

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
発
着

野
島
埼
灯
台
（
昼
食
）
・
白
浜
城
跡
展
望
台

下
立
松
原
神
社
・
め
が
ね
橋

経
由

8.5
㎞

参
加
費

無
料

参
加
資
格

健
康
な
人

※

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と

持
ち
物

弁
当
・
飲
物
・
タ
オ
ル
・
雨

具
・
そ
の
他
各
自
必
要
な
も
の

申
込
方
法

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

３
月
12
日
（
水
）
ま
で
に
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

℡
　
46
―
２
９
６
４

FAX

46
―
４
０
５
９

相
続
登
記
を
何
代
に

も
わ
た
っ
て
放
置
し
て

お
く
と
権
利
関
係
が
複

雑
に
な
り
、
後
日
さ
ま

ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
ま
す
。
県
下
の
司

法
書
士
の
事
務
所
で

は
、
月
間
中
、「
相
続
登
記
に
関
す
る
無
料

相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

千
葉
司
法
書
士
会
館
山
支
部

℡
　
24
―
１
１
０
０

ち
ば
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
　
０
４
３
―
２
０
４
―
８
３
３
３

市
で
は
、
平
成
19
・
20
年
度
で
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
計
画
を
見
直
す
際
に
平
成
20
年
度

の
約
１
年
間
、
農
用
地
区
域
の
変
更
が
出

来
な
く
な
り
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域
に
お
い

て
、
農
地
転
用
を
計
画
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
平
成
20
年
３
月
末
ま
で
に
変
更
申
し

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
と
は
･
･
･

優
良
な
農
地
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、

農
業
振
興
の
た
め
の
各
種
施
策
を
計
画
的

に
実
施
す
る
た
め
の
総
合
的
な
農
業
振
興

の
計
画
で
す
。

農
用
地
区
域
の
確
認
、
手
続
き
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
　
℡
　
33
―
１
０
７
１

8 2008年2月号

お

知

ら

せ

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

白
浜
大
会
参
加
者
募
集

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
見
直
し

〜
農
用
地
区
域
の
変
更
申
出
は

３
月
末
ま
で
に
〜

２
月
は
相
続
登
記
促
進
月
間

〜
相
続
登
記
は

早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
〜

田園風景

地
域
振
興
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援
を

目
的
に
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
行
う
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
野
島
崎
公

園
（
白
浜
地
区
島
崎
区
）
に
、
ブ
ラ
ン
コ
、
す

べ
り
台
、
鉄
棒
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な
が
集

ま
る
い
こ
い
の
場
と
し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

コミュニティ助成事業で
設置された遊具

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

遊
具
を
設
置

浅井えり子さん 浅井えり子さん 

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
　
℡
　
33
―
１
０
０
１



介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
場
合
、
自
己
負
担
額
が

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

該
当
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
者
お
よ
び
入
所
施
設
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
　
℡
　
36
―
１
１
５
４

2008年2月号　 9

お

知

ら

せ

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

医
療
費
控
除

労働者、事業主の皆さんへ
～職場のトラブル解決へのお手伝い～
解雇や配置転換、賃下げやいじめなど、労使間

のトラブルで悩んでいませんか？お気軽にご相談
ください。
総合労働相談コーナー
（いずれも祝日を除く月～金9：00～17：00）
木更津総合労働相談　 TEL 0438－22－6165
千葉労働局総合労働相談 TEL 043－221－2303
千葉駅前総合労働相談 フリーダイヤル 0120－250－650
（千葉労働局 http://www.chiba‐roudoukyoku.go.jp）

所得税額 

住宅ローン 
控除可能額 

控除しきれ 
なかった額 

住民税 
住宅ローン 
控除額 

住宅ローン 
控除額 

納付すべき 
住民税額 

医療費控除の対象となる介護サービス一覧 

① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

 

⑤ 
 

⑥ 

⑦ 

 

⑧ 

 
 

⑨ 

 

 

 

⑩ 

 

 

 

⑪ 

 

⑫ 

 

⑬ 

 
 

⑭ 

 
 

⑮ 

訪問看護 

介護予防訪問看護 

訪問リハビリテーション 

介護予防訪問リハビリテーション 

居宅療養管理指導 

介護予防居宅療養管理指導 

通所リハビリテーション 

介護予防通所リハビリテーション 

短期入所療養介護 

介護予防短期入所療養介護 

介護老人保健施設 

介護療養型医療施設 

訪問介護（生活援助中心型を除く） 

夜間対応型訪問介護 

介護予防訪問介護 

訪問入浴介護 

介護予防訪問入浴介護 

通所介護 

認知症対応型通所介護 

小規模多機能型居宅介護 

介護予防通所介護 

介護予防認知症対応型通所介護 

介護予防小規模多機能型居宅介護 

短期入所生活介護 

介護予防短期入所生活介護 

介護老人福祉施設 

地域密着型介護老人福祉施設 

認知症対応型共同生活介護 

介護予防認知症対応型共同生活介護 

特定施設入居者生活介護 

地域密着型特定施設入居者生活介護 

介護予防特定施設入居者生活介護 

福祉用具貸与 

介護予防福祉用具貸与 

 

医療費控除の取扱い サ ー ビ ス 種 別  

【医療系サービス】 
医療費控除の対象 

【福祉系サービス】 
①～⑤の医療系
サービスと併せ
て利用する場合
のみ医療費控除
の対象 

2分の1医療費
控除の対象 

医療費控除の 
対象外 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
当
該
月
分
の
翌

月
末
日
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
納
付
に
は
便
利
で
お
得
な
方
法

が
あ
り
ま
す
。

〈
口
座
振
替
〉

申
し
出
に
よ
り
口
座
か
ら

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
金

融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
納
め
忘

れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
通
常
の
口
座
振
替
は

翌
月
末
で
す
が
、
当
月
末
に
し
た
場
合
は

早
割
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

〈
前
　
　
納
〉

国
民
年
金
保
険
料
を
、
そ

の
年
度
の
１
年
分
ま
た
は
６
カ
月
分
ま
と

め
て
前
払
い
す
る
と
割
り
引
き
が
あ
り
ま

す
。
現
金
に
よ
る
前
納
の
ほ
か
、
口
座
振

替
に
よ
る
前
納
を
利
用
す
る
と
さ
ら
に
お

得
で
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
保
険
料
の
引
き
落
と
し

開
始
ま
で
に
は
約
２
カ
月
か
か
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
３
月
分
の
保
険
料
か
ら
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
保
険
料
納
付
に

は
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
　
TEL

33
―
１
０
５
１

木
更
津
社
会
保
険
事
務
所

TEL

０
４
３
８
―
23
―
７
６
１
５

国
民
年
金
の
便
利
で

お
得
な
納
め
方



冬は、暖房機器などの使用で、石油や電気などのエネルギーの消費が増えます。
エネルギーの使い過ぎは、たくさんの二酸化炭素（CO2）を排出させ、地球温暖化を進行させる原因となります。
そこで、1年のうちで特に寒さの厳しい2月を『省エネルギー月間』とし、全国で地球温暖化防止や限りある資源
を節約するための省エネルギーの取り組みが進められています。
エネルギーは私たちの生活に深く関係があり、このエネルギーを使い過ぎないように生活スタイルを省エネ型に
変えていく必要があります。地球を守るために、私たち一人ひとりが省エネ型の行動を実践していきましょう。

いよいよ、京都議定書の約束の年が始まりました！
1997年（平成9年）に京都で開催された地球温暖化防止会議で、各国の温室効果ガス排出量の削減を取り決

めたのが、『京都議定書』です。この会議では、先進国が出す温室効果ガスの排出量を、1990年のレベルより、
2008年から2012年の5年間に、全体で5％以上減らすことを約束しました。
また、国ごとの目標値も定め、日本では6％削減すると掲げました。
地球温暖化問題は、世界共通の問題であり、全ての人が一丸になって取り組んでいかなければなりません。
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エ

コ

ニ

ュ

ー

ス

Ｎo.8
エコ★ニュースエコ★ニュース

環境保全課　環境都市づくり推進室 
TEL 33―1042─ 2月は省エネルギー月間です ─

●●● 家庭でできる省エネ対策 ●●● 例えば、こんな省エネ行動があります

家庭の『省エネ』で
地球を守りましょう！

目安として
冬は20℃、夏は28℃

①冷暖房の設定温度は、適正な温度で使用しましょう。

一口メモ
暖房は1℃低く、冷房は

1℃高く温度を設定するだ
けで、大きな削減効果が
期待できます。

年間約33㎏のCO2削減
年間で約1,800円の節約

②エコドライブを心がけましょう。
1日5分間のアイドリング・ストップを心がけ、急発
進、急加速、空ぶかしはやめましょう。

一口メモ
アイドリング時には、1分間に約0.014褄のガソ

リンが消費されているそうです。

年間約39㎏のCO2削減
年間で約1,900円の節約

③電気製品は主電源を切り、不必要な電気のつけっぱ
なしはやめましょう。

一口メモ
電気製品は、主電源を切

っても、待機電力を消費し
ています。長時間使わない
時は、電源プラグをコンセ
ントから抜きましょう。

年間約60㎏のCO2削減　年間で約3,400円の節約

⑤買い換える時は省エネ製品を選びましょう。
テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン、ストーブに湯沸かし器…。
身の回りの便利な道具はエネルギーを使います。買い換えるときは、省エネ性能に注目。
便利さはそのままに、省エネ生活が実現します。

一口メモ
現在、家電製品や石油機器など16品目の製品には、

『省エネラベル』が表示されており、環境や家計に
やさしい『省エネ型製品』選びに役立っています。

④シャワーは流したままにせず、蛇口はこまめにしめ
ましょう。

一口メモ
シャワーを1分間流しっ

ぱなしにすると、約10～12
褄の量が出てしまいます。

年間約69㎏のCO2削減
年間で約7,100円の節約

省エネラベル

（出典：環境省）



更生医療は、疾病、事故および災害などによる身体的損傷そのものを治療する一般医療ではなく、疾

病、負傷などが治癒したあとに残された障害に対し、その障害を取り除くため、あるいは軽減させるた

め行われる医療です。

更生医療指定医療機関での医療保険の適用になるものが対象となり、千葉県中央障害者相談センター

で更生医療の要否の判定結果によって支給認定となるため、医療を実施する前に申請が必要となります。

（例） 心臓障害 人工弁置換術、ペースメーカー埋込術、冠動脈バイパス術など

腎臓障害 人工透析医療法、腎移植術、抗免疫療法など

肢体障害 関節授動・形成術、人工関節置換術、切断端形成術など

視覚障害 網膜剥離術、角膜移植術など

小腸障害 中心静脈栄養法など

免疫障害 抗ＨＩＶ療法など

精神疾患により継続した通院医療が必要であることが認められた場合に、指定医療機関および薬局で

の自己負担金が原則として1割で受診できます。対象となる医療の範囲は、精神疾患および精神疾患に

起因して生じた病態に対する通院による医療で、医療保険の適用になるものに限ります。有効期限は、

市町村長が申請書を受理した日から1年以内で、必要に応じ継続して申請することができます。
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知

っ

て

お

こ

う

障

害

福

祉

制

度

Vol.4

～自立支援 
　　医療費制度～ 

問い合わせ　社会福祉課　TEL　36－1151

Vol.4

Vol.6

自立支援医療（更生医療）制度

自立支援医療（精神通院）制度

対象者：統合失調症、精神作用物質による急性中毒またはその依存症、精神病質その他の精神疾患を
有する人で、精神障害のため、継続的な通院医療が必要な状態にある人

Vol.4

更　生　医　療 精 神 通 院 医 療  Vol.4

必 要 書 類  

提　出　先 

費　　　用 

所得区分の 
認定 

漓申請書 
滷医師の要否意見書　 
※障害の部位により様式が異なります。 
澆受診者および受診者と同一の保険に加入してい 
　る人の健康保険証 
潺身体障害者手帳 
潸課税状況などの確認をするための同意書 
澁障害年金などを受給している人は、払込通知書など 
※非課税世帯の場合は、本人の収入などを確認す 
　る必要があるため 

社会福祉課、市民課または各支所地域市民福祉課 
（三芳支所を除く） 

社会福祉課、市民課または各支所地域市民福祉課 
（三芳支所を除く） 

原則として1割負担ですが、「世帯」の課税状況または受給者の収入など（所得区分）および疾病の
程度によって1カ月の自己負担額に上限が設定されています。 
※自立支援医療での「世帯」は、同じ医療保険に加入する人をもって、世帯といいます。 

受診者の属する「世帯」のうち、各医療保険制度で保険料の算定対象となっている人（健康保険など
の被用者保険では被保険者本人、国民健康保険では被保険者全員）に係る市町村民税の課税状況に基
づき認定します。なお、課税状況によっては、対象にならない場合もあります。 

漓申請書 

滷医師の診断書　※自立支援医療（精神通院）用 

澆受診者および受診者と同一の保険に加入してい 

　る人の健康保険証 

潺課税状況などの確認をするための同意書 

潸障害年金などを受給している人は、払込通知書など 

※非課税世帯の場合は、本人の収入などを確認す 

　る必要があるため 

対象者：18歳以上で身体障害者手帳を所持して
おり、手帳に記載されている障害に対し
て、障害を取り除くため、あるいは軽減
させるため行われる上記医療などを実施
する人



落とし物・忘れ物の取扱制度落とし物・忘れ物の取扱制度

（単位：％） 

がん検診名 平成18年度 

73.8 

93.5 

76.5 

91.3 

95.0

平成19年度 

76.8 

85.9 

66.8 

（集計中） 

92.0

結 核・肺がん検診 

胃 が ん 検 診 

大 腸 が ん 検 診 

子 宮 が ん 検 診 

乳 が ん 検 診 

がんは死亡原因の1位となっており、最近では、胃がん、子宮がん、乳がんなどはいずれも早期に発見し、
治療すれば、ほぼ完治できるようになっています。大切なのは、いかに早期のうちにがんを見つけるかです。
定期検診を必ず受けて早期発見・早期治療でがんから身を守りましょう。検診を受けて「要精密検査」の場
合は必ず受診しましょう。精密検査を受けるのは必ずしも病気だからとは限りません。不安をなくすために
も必ず受診しましょう。

各がんの予防に共通していえることはバランス
のとれた食事と緑黄色野菜をたくさんとることで
す。緑黄色野菜に含まれるカロテンには強い抗酸
化作用があり、細胞をがん化させる活性酸素を除
去してくれます。また、ビタミンＣやＥにも同じよ
うな働きがあり、これも緑黄色野菜に豊富に含まれています。

がんの予防法

各種がん検診精密検査受診率

健康増進課では1月中旬、全世帯に
がん検診などの申込書を送付しました。
提出されていない人は、検診の希望

の有無を記入のうえ、必ず提出しまし
ょう。
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健
康
だ
よ
り

がん検診で
早期発見・早期治療 問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

落とし物・忘れ物の取扱制度落とし物・忘れ物の取扱制度

まず禁煙！そして、適度な運動と緑黄色野菜を積極的にとりましょう 

塩分を控え、胃に負担をかけないようにしましょう 

和食中心の食生活を心がけましょう 

感染予防とバランスの良い食事をしましょう 

適度な運動とストレス解消、バランスのとれた食事を心がけましょう 

肺 　 が 　 ん 

胃 　 が 　 ん 

大 腸 が ん 

子 宮 が ん 

乳 　 が 　 ん 

がんの名称 予　　防　　法 

主に魚、肉、たまご、
乳製品、豆類など、タンパク質
やカルシウムを十分に
とりましょう。
脂肪はひかえめに

野菜を中心に
ビタミン、ミネラル、
食物繊維を十分に
とりましょう

野菜や海藻
をたくさん使って
第ニの副菜的
役割に

米・パン・めん類
などの穀類で、

糖質からのエネルギーを
とりましょう。

主菜
副菜

汁物
主食

平成19年度
各種がん検診の結果、
「要精密検査」で

まだ受診していない人は
早めに受診
しましょう。
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市
長
コ
ラ
ム
・
民
　
話

む
か
し
、
平
群
の
天
神
郷

て
ん
じ
ん
ご
う

は
宿
場
で
し
た
の
で
、

た
い
そ
う
栄
え
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
年
に
火
事
が

起
き
、
大
方
の
家
が
焼
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
時
、
運
よ
く
類
焼
を
免
れ
た
家
が
一

軒
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
家
の
庭
に
赤
い
腰
巻
が

干
し
て
あ
っ
た
た
め
、
間
も
な
く
天
神
郷
に
「
赤
い

腰
巻
に
は
、
火
伏
せ
の
霊
力
が
あ
る
」
と
い
う
噂
が

広
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
幾
年
か
過
ぎ
た
あ
る
年
の
こ
と
で
す
が
、

そ
の
天
神
郷
に
、
ま
た
、
あ
る
家
か
ら
火
事
が
起
き

た
の
で
す
。
加
え
て
風
も
吹
き
出
し
、
真
っ
黒
な
煙

が
集
落
の
中
心
地
を
覆
っ
た
た
め
、
大
騒
ぎ
に
な
り

ま
し
た
。
む
か
し
の
家
は
み
ん
な
茅か
や

葺ぶ

き
屋
根
な
の

で
、
火
の
粉
が
ひ
と
つ
で
も
舞
い
落
ち
れ
ば
一
大
事
、

無
事
で
は
過
ぎ
ま
せ
ん
。
さ
あ
、
そ
う
な
り
ま
す
と

「
赤
い
腰
巻
な
ど
が
火
伏
せ
の
役
に
立
つ
も
の
か
。
迷

信
だ
」
と
言
っ
て
い
た
人
も
、
大
急
ぎ
で
赤
い
腰
巻

を
竿
に
結
び
、
屋
根
に
立

て
た
の
で
す
。
近
く
の
集

落
か
ら
火
消
し
の
応
援
に

来
た
人
た
ち
は
、
そ
れ
を

見
て
呆
れ
た
そ
う
で
す
が
、

ひ
ら
ひ
ら
と
は
た
め
く
、

た
く
さ
ん
の
赤
い
腰
巻
の

お
蔭
で
、
志
気
が
あ
が
り
、

延
焼
を
食
い
止
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話

～第22話 ～
生稲謹爾

「火伏せの腰巻」

マ
ナ
ー
・
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
、
私
な

り
に
、
最
近
気
に
か
か
る
こ
と
の
実
例

を
あ
げ
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
点
目
は
、
混
雑
し
て
い
る
電
車
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
子
供

を
の
せ
た
ま
ま
乗
り
込
ん
で
く
る
親
な

ど
に
つ
い
て
で
す
。
私
と
し
て
は
、
子

供
を
抱
え
ベ
ビ
ー
カ
ー
は
た
た
む
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
そ

の
よ
う
に
し
て
き
た
訳
で
す
が
、
記
憶

す
る
と
こ
ろ
で
は
、
当
時
は
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
そ
う
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

電
車
内
で
は
、
そ
の
よ
う
な
親
子
に
席

を
譲
る
場
面
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

２
点
目
は
、
電
車
内
で
の
化
粧
に
つ

い
て
で
す
。
過
日
、
電
車
で
出
張
に
で

か
け
た
際
、
満
員
電
車
の
中
で
、
目
の

前
に
座
っ
た
女
性
が
、
フ
ァ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
の
瓶
を
開
け
て
化
粧
を
始
め
ま
し

た
。
つ
け
ま
つ
毛
を
つ
け
て
一
連
の
作

業
を
終
え
る
の
に
約
10
分
。
最
近
で
は

特
に
め
ず
ら
し
い
光
景
で
は
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
も
し
自
分

の
娘
で
あ
れ
ば
「
そ
ん
な
恥
ず
か
し
い

こ
と
は
す
る
な
」
と
注
意
す
る
と
思
い

ま
す
。

３
点
目
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
ジ
ベ

タ
リ
ア
ン
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す

か
？コ

ン
ビ
ニ
、
駅
構
内
、
電
車
の
中
…

…
と
、
所
か
ま
わ
ず
ベ
タ
ッ
と
座
り
込

む
若
者
を
さ
す
言
葉
の
よ
う
で
す
。
前

述
の
例
の
場
合
も
そ
う
で
す
が
、
電
車

の
中
が
、
公
共
的
空
間
が
、
自
分
の
部

屋
と
化
し
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
給
食
費

を
払
わ
な
い
、
モ
ン
ス
タ

ー
ペ
ア
レ
ン
ト
と
呼
ば
れ

る
理
不
尽
な
要
求
を
教

師
、
学
校
に
つ
き
つ
け
る

親
、
車
中
に
子
供
を
置
き

ざ
り
に
し
て
パ
チ
ン
コ
に

興
じ
る
親
の
出
現
な
ど
、

事
件
、
事
故
に
つ
な
が
る

よ
う
な
、
ま
さ
に
深
刻
な

モ
ラ
ル
の
崩
壊
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、

と
り
あ
え
ず
こ
の
辺
に
し

て
お
き
ま
す
。

コ
ラ
ム
を
ご
覧
い
た
だ

い
て
い
る
方
の
中
に
は

「
何
言
っ
て
ん
の
」「
あ
な

た
の
方
が
お
か
し
い
」
と

思
わ
れ
る
方
も
き
っ
と
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

「
さ
ほ
ど
他
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る

訳
で
も
な
い
の
に
何
が
悪
い
の
…
…
」

と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
通
底
す
る
の
は
自
分
本

位
と
い
う
４
文
字
。
そ
の
場
限
り
の
こ

と
は
気
に
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る
自
己
中

マ
ナ
ー
の
蔓
延
。

私
の
考
え
に
対
し
て
意
見
は
分
か
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
否
定
的
な
方
の

多
く
は
、
そ
ん
な
事
は
『
気
に
な
ら
な

い
』
と
お
答
え
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
の
よ
う
に
『
気
に
な
る
』

人
の
言
う
こ
と
を
、『
気
に
す
る
必
要

は
な
い
』『
そ
ん
な
の
関
係
な
い
』
と

意
に
介
さ
な
く
な
っ
て
い
る
人
が
増
え

て
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
、
そ
の
こ
と

の
方
が
根
深
い
問
題
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

以
前
と
は
違
い
、
匿
名
で
あ
っ
て
も

一
通
り
の
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、

個
人
主
義
、
実
力
主
義
と
い
っ
た
社

会
・
経
済
構
造
の
変
容
と
い
っ
た
こ
と

が
、
意
識
の
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
時
代
が
変
わ

れ
ば
、
考
え
方
も
変
わ
る
も
の
、
と
単

純
に
は
割
り
切
れ
ま
せ
ん
。

8 近頃のマナー・モラルで感じること
南房総市長 石井　裕

見
つ
め
な
お
し
ま
せ
ん
か
。

日
本
人
の

美
徳
・
道
徳
心
！



上瀬戸地球にやさしい3Ｒ推進の会は、資源の有効活用、3 Ｒ（リサイク
ル・リユース・リデュース）などを地域で推進し、地球にやさしいエコロジ
ーな暮らしに地域をあげて実践することを目的に、上瀬戸区民の有志26人で
結成され、上瀬戸区の人たちとともに活動を行っています。これまで、3年

間にわたり古紙回収を
毎月実施してきまし
た。古紙を販売して得
た収入は、会の活動や
区民の親睦会などの費
用にあてています。
今回の「地球温暖化対策に地域をあげて取り組もう事業」で
は、生ゴミの堆肥化の指導や環境問題講習会などを通じて、地
域からゴミを一切ださない「ゼロエミッション」をめざして取
り組んでいます。今回の事業をとおして、エコロジーな暮らし
のモデル地域になるよ
う、さらに活動を充実
させていきたいと考え
ています。

14 2008年2月号

団体名：上瀬戸地球にやさしい3Ｒ推進の会
事業名：地球温暖化対策に地域をあげて取り組もう事業

市民提案型まちづくりチャレンジ事業を実施する団体などを毎月紹介します。

～市民活動団体の紹介⑦～

まちづくりの 
主役たち 
まちづくりの 
主役たち 

粗大ゴミ回収の様子

ダンボールを使った生ゴミ堆肥化

有
料
広
告

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

南房総市白浜町白浜2545
 TEL  0470-38-4121

1世紀以上にわたり
「脂が命」とこだわり
続けた里見和豚
ほんとうの豚の味がする
是非、一度食べて
もらいたい豚肉です

〒299-2414　南房総市白浜町白浜2545 
　　　　　　　  TEL  0470-38-4121

もりにく

南房総市白浜町白浜2545 　TEL 0470-38-4121

南房総市白浜町白浜2545
 TEL  0470-38-4121 TEL  0470-38-4121
南房総市白浜町白浜2545
 TEL  0470-38-4121

もりにく 

南房総市白浜町白浜2545
 TEL  0470-38-4121

南房総市白浜町白浜2545
 TEL  0470-38-4121

もりにく 

里見 
和豚 

南房総市白浜町白浜2545
 TEL  0470-38-4121

南房総市白浜町白浜2545
 TEL  0470-38-4121

〒299-2414
南房総市富浦町福沢808-5
TEL 0470-33-4450

大小宴会承ります！ 
送迎致します 

ランチは、お刺身定食ほ刺身定食ほかメニュー豊富豊富で 
　　　　　　　　　  ボリューム満点満点です 
ランチは、お刺身定食ほかメニュー豊富で 
　　　　　　　　　  ボリューム満点です 

富浦ICから500m程 

ランチは、お刺身定食ほかメニュー豊富で 
　　　　　　　　　  ボリューム満点です 

地 魚 料 理

地 魚 料 理

連絡先および代表者
南房総市千倉町瀬戸

1230－1 
代表者　加藤博昭　
TEL 44―2923

上瀬戸・地球にやさしい3Ｒ推進の会チラシから

家庭生ゴミの堆肥化
1.段ボールで生ゴミ堆肥を作る（好気発酵）
段ボールの中で生ゴミと牛

フンの完熟堆肥を混ぜるだけ
で堆肥ができます。簡単で発
酵も早いですが、最初は強い
発酵臭があり、ウジがわくこ
ともあります。
2.ＥＭ菌で生ゴミ堆肥を作る（嫌気発酵）
いやな臭いがなく、ウジも

わきません。でも、発酵が弱
く、ある程度の管理温度（15
度以上）が必要です。これだ
けでは完成しないので畑や段
ボールで追発酵をします。
ＥＭぼかしを用意し、完全に密封しなければなり
ません。※どちらも一長一短です。夏はＥＭ、冬
は段ボール堆肥がよさそうです。


